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　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、市が主催するイベントなどについては、開
催を中止（または延期）しています。今後のイベント開催については、情勢を踏まえ検討し
ますので、市ホームページをご確認いただくか、電話にてお問合せください。

問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393－4400）  
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安中市災害対応ガイドブックを改訂し、配布します。福祉避難所連絡
会議を設置し、災害時に指定避難所での生活が困難な要配慮者が利用
する福祉避難所の充実強化を図ります。（□本 危機管理課　☎内線1131）

本年度の予算が第１回定例市議会で可

決されました。一般会計の予算総額は

242億700万円です。ここでは今年度

取り組む事業を紹介します。

1 市民の快適な暮らしや
　生命と財産を守るまちづくり

災害対応ガイドブック策定・
　　福祉避難所連絡会議事業（1,005万5,000円）

地域が主体となって行う新たな移動手段の導入に
対し、活動に必要な車両および経費などの補助を
行います。（□本 都市整備課　☎内線1211）

新たな移動手段導入事業
（173万7,000円）

通学路点検にて確認した危険個所について安全対策を行います。
（□本 土木課　☎内線1204）

通学路安全管理事業（3,000万円）

有害鳥獣の捕獲を強化するため、捕獲隊の増強や個人での檻の購入補
助、捕獲後の埋設支援などを行います。（□松 農林課　☎内線2617）

有害鳥獣捕獲事業（2,851万円）

令
和
２
年
度

安
中
市

予
算
と
事
業

市内に初めて住宅を取得して居住した人に”住まいりー奨励金“を支
給し、本市への移住・定住を促進します。（令和3年1月開始）
（□松 地域創造課　☎内線2631）

2 若い世代の移住・
　　　定住を進めるまちづくり

移住定住促進住宅取得支援事業（385万円）

食育の推進および子育て家庭を応援し、未来へ羽
ばたく子どもたちを支援するため、市立中学校全
学年および第3子の給食費の無料化を行います。
（□松 教育委員会総務課　☎内線2224）

学校給食費無料化事業
（8,700万5,000円）

空き家に関する課題の解消と、空き家バンクなど空き家の有効活用に
向けた施策を実施します。（□松 地域創造課　☎内線2631）

空き家対策推進事業（1,156万円）

小学校の校庭にある老朽化した遊具について、安全安心に利用ができ
るように修繕や交換を実施します。
（□松 教育委員会総務課　☎内線2222）

小学校遊具修繕・入替事業（1,465万2,000円）

ひきこもりに悩んでいる家族を対象にひきこもりに関する知識や情
報、対応方法を学ぶ場として家族教室を実施し、家族の支援を図りま
す。（□本 福祉課　☎内線1194）

3 生涯にわたる健やかな
　暮らしを支え合うまちづくり

地域づくり推進事業（ひきこもり対策）（30万円）

健康寿命延伸のためサロンなどでフレイル（加齢
に伴う筋力の衰え）予防の取り組みを推進しま
す。50歳以上の人を対象に胃内視鏡検診を実施
し、胃がんの早期発見に努めます。40、50、
60、70歳の人を対象に歯周病検診を実施し、健
康寿命の延伸に努めます。（□本 健康づくり課　☎
内線1171　□本 介護高齢課　☎内線1193）

フレイル予防・胃がん健診（胃カメ
ラ）・歯周病疾患検診事業
（833万7,000円）

医療的ケアが必要な園児に対し、看護職員の配置や訪問看護を利用
し、保育環境を整えます。（□本 子ども課　☎内線1162）

医療的ケア児保育支援事業（126万7,000円）

市内の24時間営業コンビニエンスストア各店舗にAEDを設置し、地域
ごとに講習会を実施します。（□本 健康づくり課　☎内線1171）

コンビニエンスストアAED設置事業
（148万5,000円）

判断能力が不十分なために財産管理や日常生活に支障がある人を必要
な支援につなげるための仕組みづくりを推進します。
（□本 介護高齢課　☎内線1193）

5 地域の資源をつなぎ、
　　活力を創造するまちづくり

成年後見制度利用促進事業（120万円）

地域の活性化や地域課題の解決を目的として、団
体が新たに取り組む事業に対し補助金を交付する
とともに、自主的に公益的な市民活動の表彰を行
います。（□本 市民生活課　☎内線1139）

市民活動支援事業（134万8,000円）

地域力創造アドバイザー制度を活用し、くつろぎの郷の充実、活性化
などさらなる魅力向上を検討します。
（□本 企画課　☎内線1021）

地域力創造アドバイザー活用事業（400万円）

犯罪や非行をした人たちの社会復帰の支援を行い、再犯を防止し、安
全・安心な地域づくりを進める計画を策定します。
（□本 福祉課　☎内線1194）

再犯防止推進計画策定事業（10万円）

全国または関東規模のコンベンションを開催し、市内に宿泊する場
合、助成金を支給することにより市内への誘客を促進します。
（□松 観光課　☎内線2622）

4 何度でも訪れたくなる
　　　　魅力を磨くまちづくり

コンベンション誘客促進事業（200万円）

官民協働による、観光による地域づくりを目的と
し、市内での観光消費を活性化させ、観光振興を
図ります。（□松 観光課　☎内線2622）

DMO推進事業（1,386万4,000円）

全国で唯一鉄道文化むらに保存されているED42形電気機関車の車両
図面などの調査を行います。（文化財保護課　☎内線3410）

ED42形アプト式電気機関車車両図面等調査事業
（297万7,000円）

マレットゴルフ場の整備を検討するため、先進地視察などの調査研究
を行います。（□ス スポーツ課　☎382－2500）

マレットゴルフ場整備調査事業（10万8,000円）
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市の予算を1か月の家計に例えると…

特別会計予算

合計 242億700万円
歳　入

収　入 支　出

市税
96億6,276万円

国庫支出金
31億6,381万4,000円

地方交付税
27億1,000万円

市債
13億8,800万円

繰入金
21億9,441万3,000円

県支出金
20億5,571万6,000円

地方消費税交付金  12億5,900万円
諸収入  4億9,435万7,000円

使用料及び手数料  3億7,395万円
その他  9億499万円

合計 242億700万円
歳　出

民生費
93億235万2,000円

衛生費
22億9,502万3,000円

公債費
29億8,279万円

土木費
24億9,755万1,000円

総務費
25億3,939万5,000円

教育費
23億4,259万6,000円

消防費  9億8,421万3,000円
農林水産業費  5億7,366万3,000円

商工費  3億5,456万5,000円
議会費  2億2,824万円

その他  1億661万2,000円

12万円
12万2,000円
1万7,000円
1万4,000円
2万7,000円

10万6,000円

給料（市税）
諸手当（国・県支出金・地方譲与税など）
銀行からの借入（市債）
パート代金（分担金・負担金・使用料など）
貯金の取り崩し（繰入金）

貯金残高
（令和元年度末基金残高見込（一般会計））

7万1,000円
5万3,000円
3万7,000円
3万7,000円
6万9,000円

2万8,000円
4,000円
1,000円

医療費・保育費など（扶助費）
食費（人件費）
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送りなど（繰出金・補助費など）
家・車・電化製品などの修繕・買替

（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金）
その他雑費（投資および出資・貸付金など）

65億2,412万4,000円

8億2,126万2,000円

68億1,497万6,000円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企業会計予算
23億4,818万9,000円

12億7,479万7,000円

31億1,690万7,000円

5,394万5,000円

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本
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市の予算を1か月の家計に例えると…

特別会計予算

合計 242億700万円
歳　入

収　入 支　出

市税
96億6,276万円

国庫支出金
31億6,381万4,000円

地方交付税
27億1,000万円

市債
13億8,800万円

繰入金
21億9,441万3,000円

県支出金
20億5,571万6,000円

地方消費税交付金  12億5,900万円
諸収入  4億9,435万7,000円

使用料及び手数料  3億7,395万円
その他  9億499万円

合計 242億700万円
歳　出

民生費
93億235万2,000円

衛生費
22億9,502万3,000円

公債費
29億8,279万円

土木費
24億9,755万1,000円

総務費
25億3,939万5,000円

教育費
23億4,259万6,000円

消防費  9億8,421万3,000円
農林水産業費  5億7,366万3,000円

商工費  3億5,456万5,000円
議会費  2億2,824万円

その他  1億661万2,000円

12万円
12万2,000円
1万7,000円
1万4,000円
2万7,000円

10万6,000円

給料（市税）
諸手当（国・県支出金・地方譲与税など）
銀行からの借入（市債）
パート代金（分担金・負担金・使用料など）
貯金の取り崩し（繰入金）

貯金残高
（令和元年度末基金残高見込（一般会計））

7万1,000円
5万3,000円
3万7,000円
3万7,000円
6万9,000円

2万8,000円
4,000円
1,000円

医療費・保育費など（扶助費）
食費（人件費）
光熱水費・通信費（物件費）
ローン返済（公債費）
家族への仕送りなど（繰出金・補助費など）
家・車・電化製品などの修繕・買替

（普通建設事業費・維持補修費）
貯金（積立金）
その他雑費（投資および出資・貸付金など）

65億2,412万4,000円

8億2,126万2,000円

68億1,497万6,000円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

企業会計予算
23億4,818万9,000円

12億7,479万7,000円

31億1,690万7,000円

5,394万5,000円

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本
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ス
資
金
な
ど
で
、
季

節
的
に
短
期
運
転
資
金
が
必
要

な
と
き

夏
期
　
５
ヶ
月
以
内

冬
期
　
３
ヶ
月
以
内

夏
期
６
月
１

日
か
ら

冬
期
10
月
１

日
か
ら

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
付
の
場
合
の
保
証
料
は
自

己
負
担

１
・
８
％

３
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
住
宅

建
設
資
金

市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
す
る
勤
労
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

市
内
の
専
用
住
宅
に
つ
い
て

①
敷
地
を
取
得
す
る
場
合

（
１
年
以
内
に
新
築
す
る
こ
と
）

②
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
場
合

③
住
宅
を
取
得
す
る
場
合

※

面
積
の
制
限
あ
り

※

保
証
人
必
要

20
年
以
内

年
間
随
時

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合

の
各
本
支
店

※

新
築

土
地 

３
３
０
㎡
以
下

（
１
年
以
内
に
新
築
）

家
屋
　
１
３
２
㎡
以
下

※

増
改
築

土
地
　
１
６
５
㎡
以
下

家
屋
　
33
㎡
以
上
99
㎡
以
下

２
・
７
％

５
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
生
活

資
金

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

※

信
用
保
証
付

１
．
医
療
費

２
．
冠
婚
葬
祭
費

３
．
教
育
費

４
．
交
通
事
故
処
理
費

５
．
災
害
復
旧
費

６
．
耐
久
消
費
財
購
入
な
ど

７
．
育
児
休
業
に
伴
う
生
活
費

８
．
そ
の
他
生
活
関
連
費
用
で

市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

※

資
金
の
借
換
は
不
可

５
年
以
内

（
た
だ
し
、
資
金
使
途
が
育
児

休
業
に
伴
う
生
活
費
の
場
合

は
、
う
ち
据
置
１
年
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

中
央
労
働
金
庫

安
中
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担

※

融
資
枠
一
杯
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す

２
・
４
％

１
世
帯
あ
た
り
２
０
０
万

円
以
内

（
た
だ
し
、
当
該
融
資
の

完
済
後
は
、
再
融
資
を
受

け
ら
れ
る
）
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40
歳
以
上
の
安
中
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診

票
・
受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方

法
」
の
チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒

を
、
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

○
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
に
9

ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
8
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す
。
該
当

地
区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。

番
号
札
は
午
前
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
）

○
自
己
負
担
金

　
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か
る
健

診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

○
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

○
検
査
内
容

○
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け

た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
４
月
１
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
６
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
５
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
「
検
診
受
診
時
」
と
「
大

腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
検
診
実
施
期
間
は
６
月
１
日
〜
１
月
31
日

で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
な
ど
で

の
検
診
）、
も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定

医
療
機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検
診
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
8
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和２年度　各種検診の種類と対象者 （年齢は令和3年3月31日時点での年齢です）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診
（個別検診のみ）

40歳以上

50歳以上（喫煙指数600以上の人）
（喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳で今
までに市の胃がんリスク検診を受けた
ことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で前年度に市の乳がん
検診を受けていない人
（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・70歳の
女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス
検診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

安中市国民健康保険・群馬県後期高齢者医療制度

日帰り人間ドックの受付期間を延長しています
　おしらせ版3月15日号および広報あんなか4月1日号にて、「日帰り人間ドック」の受付期間をご案
内していましたが、新型コロナウイルスによる集団感染予防対策として、5月20日（水）まで受付期間
を延長しています。なお、日程以外の詳しい内容については、広報あんなか4月1日号または、安中市
ホームページをご覧ください。
【受付期間】5月20日（水）まで　午前8時30分～午後5時15分（※土・日曜日、祝日は除く）
【受付場所】□本 国保年金課窓口　□松 住民福祉課窓口
【問 合 せ】□本 国保年金課国保係（☎内線1113）　□松 住民福祉課税務保険係（☎内線2121）

６７

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
「
け
ん
し
ん
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　
法
律
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

結
核
健
康
診
断
を
年
１
回
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査

かくたん かくたん



　
40
歳
以
上
の
安
中
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診

票
・
受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方

法
」
の
チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒

を
、
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

○
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
に
9

ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
8
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す
。
該
当

地
区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。

番
号
札
は
午
前
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
）

○
自
己
負
担
金

　
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か
る
健

診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

○
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

○
検
査
内
容

○
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け

た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
お
よ
び
安
中
市
で
助
成

す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
４
月
１
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
６
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
検
診（
健
診
）を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
５
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
。
「
検
診
受
診
時
」
と
「
大

腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
検
診
実
施
期
間
は
６
月
１
日
〜
１
月
31
日

で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
な
ど
で

の
検
診
）、
も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定

医
療
機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日
実
施
と
な

り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検
診
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
8
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人

は
、
検
査
項
目
に
胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和２年度　各種検診の種類と対象者 （年齢は令和3年3月31日時点での年齢です）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

歯周病検診
（個別検診のみ）

40歳以上

50歳以上（喫煙指数600以上の人）
（喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳で今
までに市の胃がんリスク検診を受けた
ことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で前年度に市の乳がん
検診を受けていない人
（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・70歳の
女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス
検診を受けたことがない人

40・50・60・70歳の人

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料

無料

安中市国民健康保険・群馬県後期高齢者医療制度

日帰り人間ドックの受付期間を延長しています
　おしらせ版3月15日号および広報あんなか4月1日号にて、「日帰り人間ドック」の受付期間をご案
内していましたが、新型コロナウイルスによる集団感染予防対策として、5月20日（水）まで受付期間
を延長しています。なお、日程以外の詳しい内容については、広報あんなか4月1日号または、安中市
ホームページをご覧ください。
【受付期間】5月20日（水）まで　午前8時30分～午後5時15分（※土・日曜日、祝日は除く）
【受付場所】□本 国保年金課窓口　□松 住民福祉課窓口
【問 合 せ】□本 国保年金課国保係（☎内線1113）　□松 住民福祉課税務保険係（☎内線2121）

６７

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
「
け
ん
し
ん
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　
法
律
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

結
核
健
康
診
断
を
年
１
回
受
診
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ま
だ
あ
り
ま
す
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査

かくたん かくたん



休日検診（健診）休日検診（健診）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

○
持
参
す
る
も
の

○
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採
尿

し
た
尿
容
器

○
各
種
検
診
：
受
診
シ
ー
ル

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
朝
食
を
食
べ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
そ
の
他
の
都
合
の
よ
い
日
程
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休

日
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
、
鼻
水
、
下
痢
な
ど
、
体
調
が

悪
い
人
、
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
受
診

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

歯
周
病
検
診
医
療
機
関

　
今
年
度
よ
り
歯
周
病
検
診
が
始

ま
り
ま
す
。

　
受
診
す
る
前
に
左
記
の
検
診
実

施
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

有
坂
歯
科
医
院

井
上
歯
科
医
院

今
井
歯
科
医
院

か
ば
さ
わ
歯
科
医
院

小
板
橋
歯
科
医
院

公
立
碓
氷
病
院

小
林
歯
科
医
院

歯
科
半
田
医
院

信
沢
歯
科
医
院

半
田
歯
科
医
院

真
下
歯
科
医
院

室
橋
歯
科
医
院

や
じ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
ま
ぐ
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
50
音
順
）
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
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集
団
検
診（
健
診
）

　
　
　
会
場
・
日
程
表

令
和
２
年
度
各
種
検
診（
健
診
）個
別
検
診
実
施
医
療
機
関

本

８９

会　　場

安中市保健センター

9月6日（日）
9月13日（日）
10月4日（日）

安中市保健センター
実施日

安中会場安中会場 松井田会場松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区

8月24日（月）

8月31日（月）

9月11日（金）

10月8日（木）

10月9日（金）

10月29日（木）

10月30日（金）

9月15日（火）

9月16日（水）

9月17日（木）

9月18日（金）

8月6日（木）

8月7日（金）

8月11日（火）

9月24日（木）

9月25日（金）

10月13日（火）

10月14日（水）

10月5日（月）

10月12日（月）

9月28日（月）

9月29日（火）

8月26日（水）

8月27日（木）

1区・9区

2－2区・４区

3区・6区

5区

10区

2区・8区

7区・11区・12区

2区・5区・8区

1区・6区

3甲区・9区

3乙区・4区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター

碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん

検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診

肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○

×

○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

××××××××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

×

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○

××××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

××××××××××××××××

○

×××××××

○
手

○
手

×○
腕

○
手

○
手

×○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

×○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

××○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

　松井田
保健
センター

臼
井
・
坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区

上本町・本町・新堀中宿・

源ヶ原・新田琵琶ノ窪・

紺屋町

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸

八城東・八城西・別所・

行田・二軒在家

烏留北・烏留南・大王寺

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

9月14日（月）

10月19日（月）

8月4日（火）

8月28日（金）

10月1日（木）

8月19日（水）

8月20日（木）

8月21日（金）

8月17日（月）

9月8日（火）

本

松井田保健センター
本

松

松

　安中市
保健
センター

本

○
印
が
つ
い
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
同
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
50
音
順
）



休日検診（健診）休日検診（健診）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

○
持
参
す
る
も
の

○
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採
尿

し
た
尿
容
器

○
各
種
検
診
：
受
診
シ
ー
ル

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
朝
食
を
食
べ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
そ
の
他
の
都
合
の
よ
い
日
程
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休

日
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
、
鼻
水
、
下
痢
な
ど
、
体
調
が

悪
い
人
、
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
受
診

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

歯
周
病
検
診
医
療
機
関

　
今
年
度
よ
り
歯
周
病
検
診
が
始

ま
り
ま
す
。

　
受
診
す
る
前
に
左
記
の
検
診
実

施
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

有
坂
歯
科
医
院

井
上
歯
科
医
院

今
井
歯
科
医
院

か
ば
さ
わ
歯
科
医
院

小
板
橋
歯
科
医
院

公
立
碓
氷
病
院

小
林
歯
科
医
院

歯
科
半
田
医
院

信
沢
歯
科
医
院

半
田
歯
科
医
院

真
下
歯
科
医
院

室
橋
歯
科
医
院

や
じ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
ま
ぐ
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
50
音
順
）

2020年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

集
団
検
診（
健
診
）

　
　
　
会
場
・
日
程
表

令
和
２
年
度
各
種
検
診（
健
診
）個
別
検
診
実
施
医
療
機
関

本

８９

会　　場

安中市保健センター

9月6日（日）
9月13日（日）
10月4日（日）

安中市保健センター
実施日

安中会場安中会場 松井田会場松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区

8月24日（月）

8月31日（月）

9月11日（金）

10月8日（木）

10月9日（金）

10月29日（木）

10月30日（金）

9月15日（火）

9月16日（水）

9月17日（木）

9月18日（金）

8月6日（木）

8月7日（金）

8月11日（火）

9月24日（木）

9月25日（金）

10月13日（火）

10月14日（水）

10月5日（月）

10月12日（月）

9月28日（月）

9月29日（火）

8月26日（水）

8月27日（木）

1区・9区

2－2区・４区

3区・6区

5区

10区

2区・8区

7区・11区・12区

2区・5区・8区

1区・6区

3甲区・9区

3乙区・4区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター

碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん

検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診

肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○
×

○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

××××××××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

×

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××
○

××××

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

××

××××××××××××××××

○

×××××××

○
手

○
手

×○
腕

○
手

○
手

×○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

×○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

××○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○○○○○

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

　松井田
保健
センター

臼
井
・
坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区

上本町・本町・新堀中宿・

源ヶ原・新田琵琶ノ窪・

紺屋町

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸

八城東・八城西・別所・

行田・二軒在家

烏留北・烏留南・大王寺

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

9月14日（月）

10月19日（月）

8月4日（火）

8月28日（金）

10月1日（木）

8月19日（水）

8月20日（木）

8月21日（金）

8月17日（月）

9月8日（火）

本

松井田保健センター
本

松

松

　安中市
保健
センター

本

○
印
が
つ
い
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
同
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
50
音
順
）



2020年5月1日号

　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額

分
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
上
記
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は
指
定
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
お

申
込
み
し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
関

係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
７
）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

本

1011

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金な
ど）の収入額で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれませ
ん。
※所得金額とは、前年（2019年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所
得控除額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除
（扶養控除や社会保険料控除など）をする前の金額です。

【65歳以上の人の介護保険料】（令和元年度から令和2年度まで）

　安中市では、介護保険について便利帳を発行
しています。利用の手引きになっています。ま
た、市ホームページにも掲載してありますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）

・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円超
120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が120万円
超の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円超の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上200万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が200
万円以上300万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が300
万円以上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.375
26,600円

基準額×0.625
44,300円

基準額×0.725
51,400円

基準額×0.90
63,700円

基準額
70,800円

基準額×1.15
81,400円

基準額×1.30
92,000円

基準額×1.50
106,200円

基準額×1.70
120,300円

基準額×1.80
127,400円

基準額×1.90
134,500円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源

と
し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援
し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納

め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



2020年5月1日号

　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額

分
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
上
記
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は
指
定
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
お

申
込
み
し
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
関

係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
７
）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

本

1011

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金な
ど）の収入額で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれませ
ん。
※所得金額とは、前年（2019年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所
得控除額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除
（扶養控除や社会保険料控除など）をする前の金額です。

【65歳以上の人の介護保険料】（令和元年度から令和2年度まで）

　安中市では、介護保険について便利帳を発行
しています。利用の手引きになっています。ま
た、市ホームページにも掲載してありますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）

・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円超
120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が120万円
超の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に
住民税課税者がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円超の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120
万円以上200万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が200
万円以上300万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が300
万円以上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400
万円以上700万円未満の人

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700
万円以上の人

基準額×0.375
26,600円

基準額×0.625
44,300円

基準額×0.725
51,400円

基準額×0.90
63,700円

基準額
70,800円

基準額×1.15
81,400円

基準額×1.30
92,000円

基準額×1.50
106,200円

基準額×1.70
120,300円

基準額×1.80
127,400円

基準額×1.90
134,500円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源

と
し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援
し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納

め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



問合せ▶　農林課林政鳥獣対策係（☎内線2618）松

2020年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111 1213

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
９
）

松

野
生
動
物
を
す
み
つ
か
せ
な
い

①
食
べ
物
の
匂
い
を
さ
せ
な
い

　
×
畑
に
廃
棄
野
菜
や
生
ゴ
ミ
を
放
置
。

　
×
野
菜
や
果
樹
を
放
置
。

　
×
ペ
ッ
ト
の
残
飯
や
フ
ン
を
放
置
。

②
電
気
柵
な
ど
で
防
衛
す
る

　
×
柵
の
な
い
野
菜
畑
。

③
隠
れ
場
や
逃
げ
場
を
な
く
す

　
×
ヤ
ブ
に
な
っ
た
放
棄
地
。

　（
田
畑
・
空
き
家
・
山
林
）

④
地
域
の
皆
で
追
い
払
い
を
行
う

　
◎
音
を
立
て
な
が
ら
、
人
が
近
づ
く
。

　
※
安
全
の
た
め
に
、
次
の
も
の
を
用
意
し

　
　
ま
し
ょ
う

　
べ
ニ
ア
板
な
ど
盾
に
な
る
も
の

　
パ
チ
ン
コ
な
ど
、
武
器
に
な
る
も
の

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
用
す
る

①
断
線
・
漏
電
さ
せ
な
い

　
◎
電
線
に
草
木
が
触
れ
て
い
な
い

②
電
気
が
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る

　
◎
動
物
の
足
が
土
に
触
れ
る

出
会
わ
な
い
た
め
に

　
外
出
時
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
鳴
ら

し
、
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
慌
て
ず
、
静
か
に
見
つ
め
合
っ
た
ま
ま
後

退
し
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。

作
物
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

■
イ
ノ
シ
シ
は
、
作
物
が
あ
る
場
所
と
時
期

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
畑
を
始
め
る
春
か

ら
の
出
没
が
増
え
ま
す
。

■
昨
年
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
あ
っ
た
な
ら

ば
、
今
年
も
被
害
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
エ
サ
場
と
し
て
覚
え
ら
れ
た
場
合
、
地
域

に
住
み
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
以
下
を
参
考
に
、
近
隣
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
常
に
電
気
を
流
し
て
お
く

　
◎
電
源
を
入
れ
な
い
と
き
は
、
柵（
電
線
）

　
を
片
付
け
る

自
己
防
衛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
電
気
柵
な
ど
防
除
資
材
の
購
入
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す（
市
内
の
農
地
へ
、
電
気
柵
な

ど
の
被
害
防
除
柵
を
設
置
す
る
場
合
）。

■
ワ
ナ
猟
免
許
取
得
費
用
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
被
害
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
己
防
衛
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
不
明
点
や
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
問
合

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲

　
ワ
ナ
猟
免
許
所
持
者
は
市
へ
申
請
す
る
こ

と
で
、
猟
期
外
に
お
い
て
も
捕
獲
が
許
可
さ

れ
ま
す（
条
件
：
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目

的
で
捕
獲
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

■
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
小
動
物
の
捕
獲

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す（
条

件
：
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で

あ
り
、
小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　実
績

　
安
中
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
お
よ
び

実
施
隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
に

基
づ
く
）。

■
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
檻
や
ワ
ナ
を
民
有

地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
主
に
左
表
の
野
生
動
物
を
有
害
鳥

獣
と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

　 年 度

イ ノ シ シ

アライグマ

ハクビシン

ニホンザル

2016

652

237

171

21

2017

526

238

180

10

2018

464

170

122

20

2019

909

178

102

30

単位：頭

※2019年は4月1日～2020年2月29日までの値

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

－

ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す

－

あんなかのおしごと通信 Vol.6

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に

よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回
は
、
土
地
１
件
が
公
売
対
象
で
、
売
却
代
金

は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●夜間納税相談窓口
　市役所開庁時間に納税相談ができない人のために、下記の開設日（納期限日）には夜間窓
口を開設しています。
開設日▶6月1日（月）　　時　間▶午後8時まで　　場　所▶□本 収納課

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無
を問い合わせてください。
※農地のため公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書
の提出が必要です。

物件の詳細と公売参加の手続きについては、市の
ホームページ、または、□本 収納課・□松 住民福祉課に
用意した「公売広報」をご覧いただき確認してくだ
さい。

　近年、竹林の生育面積の拡大とそれに伴う森林の荒廃が問題となりつつあります。そのほかにも住宅地や
農地では地下茎による隣地への侵入や日照不足、積雪時の倒伏による道路通行への支障など様々な環境問題
が生じています。
　本市では市民の住環境の向上を図ることを目的として、市民の皆さんが自主的に行う竹林の管理活動に対
して竹を駆除するための薬剤の供与と注入用器具および竹粉砕機の貸与を行っています。

【対象となる取り組み】
市内に竹林を所有する人または委任を受けた人が、自主的に行う竹林の管理活動

【助成内容】
●薬剤の供与
　竹1本あたり10mlの薬剤を供与します。原則として1,000本まで供与対
象となります。ただし、竹林の面積のうち500㎡の範囲における竹に限
り、追加で認定できます。竹の本数を数えるのが困難な場合は、一般的
な竹林の平均密度（1㎡あたり2本）を元に供与する薬剤を算定します。
●作業器具、薬剤注入用器具の貸与
　竹に穴を開ける充電式ドリルおよび薬剤注入用器具を貸与します。貸
与期間は14日以内となります。
●竹粉砕機の貸与
　伐採した竹を粉砕する竹粉砕機を貸与します。竹粉砕機を貸与する期間は7日以内となります。竹粉砕機の
燃料代や管理費など利用に係る全ての費用は、貸与を受けた人の負担となります。料金については、□松 農林
課林政鳥獣対策係までお問合せください。

【申請方法】
　□松 農林課林政鳥獣対策係で申請書・借用書を受領し記入、管理計画書・位置図・竹林の現況写真（２枚以
上）・はんこを持参のうえ窓口で申請してください。
※自治会、ボランティア団体への補助制度（ぐんま緑の県民基金）もあります。詳しくはお問合せください。

竹林の管理に困っていませんか

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

不動産単独公売の概要

入札期日

売却
区分
番号

2－1

所在地

松井田町
新堀字
川久保

土地

田3筆
畑1筆

土地
面積

（㎡）

2622

建物

－

建物
面積

（㎡）

－

最低
入札価額

（円）

3,420,000

公売
保証金
（円）

350,000

そ の 他

7月27日（月）
受付開始：午後1時
入札開始：午後2時

場　　所 □本 305会議室



問合せ▶　農林課林政鳥獣対策係（☎内線2618）松

2020年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111 1213

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
９
）

松

野
生
動
物
を
す
み
つ
か
せ
な
い

①
食
べ
物
の
匂
い
を
さ
せ
な
い

　
×
畑
に
廃
棄
野
菜
や
生
ゴ
ミ
を
放
置
。

　
×
野
菜
や
果
樹
を
放
置
。

　
×
ペ
ッ
ト
の
残
飯
や
フ
ン
を
放
置
。

②
電
気
柵
な
ど
で
防
衛
す
る

　
×
柵
の
な
い
野
菜
畑
。

③
隠
れ
場
や
逃
げ
場
を
な
く
す

　
×
ヤ
ブ
に
な
っ
た
放
棄
地
。

　（
田
畑
・
空
き
家
・
山
林
）

④
地
域
の
皆
で
追
い
払
い
を
行
う

　
◎
音
を
立
て
な
が
ら
、
人
が
近
づ
く
。

　
※
安
全
の
た
め
に
、
次
の
も
の
を
用
意
し

　
　
ま
し
ょ
う

　
べ
ニ
ア
板
な
ど
盾
に
な
る
も
の

　
パ
チ
ン
コ
な
ど
、
武
器
に
な
る
も
の

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
用
す
る

①
断
線
・
漏
電
さ
せ
な
い

　
◎
電
線
に
草
木
が
触
れ
て
い
な
い

②
電
気
が
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る

　
◎
動
物
の
足
が
土
に
触
れ
る

出
会
わ
な
い
た
め
に

　
外
出
時
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
鳴
ら

し
、
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
慌
て
ず
、
静
か
に
見
つ
め
合
っ
た
ま
ま
後

退
し
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。

作
物
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

■
イ
ノ
シ
シ
は
、
作
物
が
あ
る
場
所
と
時
期

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
畑
を
始
め
る
春
か

ら
の
出
没
が
増
え
ま
す
。

■
昨
年
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
あ
っ
た
な
ら

ば
、
今
年
も
被
害
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
エ
サ
場
と
し
て
覚
え
ら
れ
た
場
合
、
地
域

に
住
み
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
以
下
を
参
考
に
、
近
隣
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
常
に
電
気
を
流
し
て
お
く

　
◎
電
源
を
入
れ
な
い
と
き
は
、
柵（
電
線
）

　
を
片
付
け
る

自
己
防
衛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
電
気
柵
な
ど
防
除
資
材
の
購
入
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す（
市
内
の
農
地
へ
、
電
気
柵
な

ど
の
被
害
防
除
柵
を
設
置
す
る
場
合
）。

■
ワ
ナ
猟
免
許
取
得
費
用
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
被
害
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
己
防
衛
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
不
明
点
や
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
問
合

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲

　
ワ
ナ
猟
免
許
所
持
者
は
市
へ
申
請
す
る
こ

と
で
、
猟
期
外
に
お
い
て
も
捕
獲
が
許
可
さ

れ
ま
す（
条
件
：
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目

的
で
捕
獲
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

■
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
小
動
物
の
捕
獲

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す（
条

件
：
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で

あ
り
、
小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　実
績

　
安
中
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
お
よ
び

実
施
隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
に

基
づ
く
）。

■
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
檻
や
ワ
ナ
を
民
有

地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
主
に
左
表
の
野
生
動
物
を
有
害
鳥

獣
と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

　 年 度

イ ノ シ シ

アライグマ

ハクビシン

ニホンザル

2016

652

237

171

21

2017

526

238

180

10

2018

464

170

122

20

2019

909

178

102

30

単位：頭

※2019年は4月1日～2020年2月29日までの値

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

－
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す

－

あんなかのおしごと通信 Vol.6

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に

よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回
は
、
土
地
１
件
が
公
売
対
象
で
、
売
却
代
金

は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●夜間納税相談窓口
　市役所開庁時間に納税相談ができない人のために、下記の開設日（納期限日）には夜間窓
口を開設しています。
開設日▶6月1日（月）　　時　間▶午後8時まで　　場　所▶□本 収納課

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無
を問い合わせてください。
※農地のため公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書
の提出が必要です。

物件の詳細と公売参加の手続きについては、市の
ホームページ、または、□本 収納課・□松 住民福祉課に
用意した「公売広報」をご覧いただき確認してくだ
さい。

　近年、竹林の生育面積の拡大とそれに伴う森林の荒廃が問題となりつつあります。そのほかにも住宅地や
農地では地下茎による隣地への侵入や日照不足、積雪時の倒伏による道路通行への支障など様々な環境問題
が生じています。
　本市では市民の住環境の向上を図ることを目的として、市民の皆さんが自主的に行う竹林の管理活動に対
して竹を駆除するための薬剤の供与と注入用器具および竹粉砕機の貸与を行っています。

【対象となる取り組み】
市内に竹林を所有する人または委任を受けた人が、自主的に行う竹林の管理活動

【助成内容】
●薬剤の供与
　竹1本あたり10mlの薬剤を供与します。原則として1,000本まで供与対
象となります。ただし、竹林の面積のうち500㎡の範囲における竹に限
り、追加で認定できます。竹の本数を数えるのが困難な場合は、一般的
な竹林の平均密度（1㎡あたり2本）を元に供与する薬剤を算定します。
●作業器具、薬剤注入用器具の貸与
　竹に穴を開ける充電式ドリルおよび薬剤注入用器具を貸与します。貸
与期間は14日以内となります。
●竹粉砕機の貸与
　伐採した竹を粉砕する竹粉砕機を貸与します。竹粉砕機を貸与する期間は7日以内となります。竹粉砕機の
燃料代や管理費など利用に係る全ての費用は、貸与を受けた人の負担となります。料金については、□松 農林
課林政鳥獣対策係までお問合せください。

【申請方法】
　□松 農林課林政鳥獣対策係で申請書・借用書を受領し記入、管理計画書・位置図・竹林の現況写真（２枚以
上）・はんこを持参のうえ窓口で申請してください。
※自治会、ボランティア団体への補助制度（ぐんま緑の県民基金）もあります。詳しくはお問合せください。

竹林の管理に困っていませんか

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

不動産単独公売の概要

入札期日

売却
区分
番号

2－1

所在地

松井田町
新堀字
川久保

土地

田3筆
畑1筆

土地
面積

（㎡）

2622

建物

－

建物
面積

（㎡）

－

最低
入札価額

（円）

3,420,000

公売
保証金
（円）

350,000

そ の 他

7月27日（月）
受付開始：午後1時
入札開始：午後2時

場　　所 □本 305会議室
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zoom up

安中市老人クラブ連合会による芸能発表大会が文化セン
ターにて行われました。今大会は、相互の芸能を発表す
ることで楽しみ喜びながら交流を深め、温かい人間関係
を構築していくために開催され、多くの演芸が披露され
ました。

老人クラブ連合会
芸能発表大会

2
22

月

日

2
22

月

日

2
13

月

日

2
22

月

日

高崎経済大学の大澤准教授を講師に招き、国内外の事例
を交えた景観まちづくりについてのセミナーを行いまし
た。セミナーには約80人の大勢の人が参加し、セミナー
後の質疑応答では、様々な質問や意見がありました。

景観づくりセミナー

安中消防署にて安中市消防団第9分団第2部消防ポンプ車
配車式が行われ、水槽付き消防ポンプ車がお披露目され
ました。今回配備された車両を活用し、市民の皆さんの
安全と安心を守るため引き続き努めます。

消防ポンプ車が
配車されました

高崎市出身の音楽プロデューサー笹路正徳さんを講師に
招き、子どもの夢応援事業が行われました。笹路さんの
音楽プロデューサーとしての仕事内容などの話を聞きま
した。また、実際の曲をアレンジし、参加した子どもた
ちと歌うなど、子どもたちが夢を抱くきっかけを見つけ
ることができる機会となりました。

子どもの夢を
応援します

2
24

月

日

3
17

月

日

「万葉集の歌にみる男女」と題し、群馬県立女子大学名
誉教授の北川和秀さんによる講演が文化センターで行わ
れました。参加者のみなさんは、今から1300年前の女性
の生き方や母親の役割などについて、熱心に聞き入って
いました。

男女共同参画推進講座

第73回を迎えた上毛かるたの県大会にて、小学校低学年
個人の部で優勝を果たした藤巻大晴さん（九十九小）が茂
木市長を表敬訪問しました。来年の大会に向けての意気
込みや目標などを話しました。おめでとうございます。

優勝おめでとう
ございます

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第110回

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
私
に

は
忘
れ
ら
れ
な
い
古
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
絵
図

が
あ
り
ま
す
。
鍛
え
た
体
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

塗
り
、
競
い
、
戦
う
選
手
た
ち
で
す
。
古
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
男
性
の
み
の
大
会
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
期
間
は
、
戦
争
を
休
戦
と
し
て
ま
で
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
優
先
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
し
た
。
初
め
は
、
競
技
場
・
観
覧
席
に
も
女
性

の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、
千
五
百
年
以

上
の
月
日
が
過
ぎ
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
伯
爵
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
１
８
９
６

年
、
第
一
回
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
ま

す
。
や
は
り
、
男
性
が
参
加
す
る
大
会
で
し
た

が
、
回
数
が
重
ね
ら
れ
る
ご
と
に
女
性
も
競
技
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の

頃
日
本
で
は
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
女
性
の

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な

い
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
は
、
女
性
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
泳

の
前
畑
秀
子
さ
ん
、
陸
上
の
人
見
絹
枝
さ
ん
の
活

躍
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
戦
後
は
、
男
女
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
に
、
女
子
の
種
目
が
男
子
よ
り
少
な
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
」
は
男
子
の
競
技
で
し
た
。
長
い
距
離

を
走
る
の
が
女
子
に
向
い
て
い
な
い
の
か
と
学
生

時
代
に
考
え
て
い
た
矢
先
、
大
学
の
同
級
生
が
１

９
７
９
年
第
一
回
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
招

待
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
こ
の
大
会
は
後
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
「
東
京
マ

ラ
ソ
ン
」。
）い
よ
い
よ
、
女
子
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
で
き
る
時
代
が
き
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、

佐
々
木
七
恵
さ
ん
、
増
田
明
美
さ
ん
の
活
躍
が
あ

り
ま
し
た
。

　
来
年
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
の

新
種
目
に
、
混
合
４×

４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

が
あ
り
ま
す
。
男
女
各
二
名
が
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

男
女
混
成
チ
ー
ム
の
リ
レ
ー
で
す
。
同
じ
ト
ラ
ッ

ク
を
世
界
の
男
女
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
走
る

の
で
す
か
ら
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
他
に
も
男
女

混
合
の
種
目
と
し
て
卓
球
や
水
泳
、
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
男
女
が
お
互
い
の
良
さ
を
発

揮
し
、
協
力
で
き
る
競
技
が
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
夏
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
か
ら
集
ま
る
多
く
の
選

手
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
商
品
を
注
文
す
る
際
に
は
、
目
立
つ
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
初
回

３
０
０
円
」
「
初
回
実
質
０
円（
送
料
の
み
）」
と
い
っ
た
価
格
な
ど
だ

け
で
な
く
、
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
定
期
購
入
の
場

合
の
継
続
期
間
や
支
払
う
こ
と
に
な
る
総
額
な
ど
、
契
約
内
容
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
継
続
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
解
約
に
あ
た
っ
て
「
次

回
発
送
日
の
○
日
前
ま
で
に
申
し
出
が
必
要
」
の
よ
う
に
申
請
期
間
に

制
限
が
あ
る
、
通
常
価
格
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
な
ど
、
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
解
約
・
返
品
の
可
否
や
条
件
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
「
初
回
３
０
０

円
、
○
日
間
解
約
保
証
」
と
表
示
さ
れ
た
ダ
イ

エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
注
文
し
た
。
効
果
を

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
解
約
保
証
期
間
内

に
解
約
を
申
し
出
る
と
、
「
４
カ
月
以
上
の
定

期
購
入
が
条
件
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

解
約
に
は
４
カ
月
後
に
連
絡
が
必
要
」
と
言
わ

れ
た
。
「
○
日
間
解
約
保
証
の
は
ず
だ
」
と
言

う
と
、
「
そ
の
場
合
は
通
常
価
格
１
万
５
千
円
の
支
払
い
が
必
要
」
と
の

回
答
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ペ
ー
ジ
の
か
な
り
下
部
ま
で
見
な

い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
解
約
保
証
」
の
は
ず
が…

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
と
女
性

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　萩
原

　裕
子
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ることができる機会となりました。
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応援します
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日

3
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「万葉集の歌にみる男女」と題し、群馬県立女子大学名
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いました。
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個人の部で優勝を果たした藤巻大晴さん（九十九小）が茂
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込みや目標などを話しました。おめでとうございます。

優勝おめでとう
ございます

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第110回

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
私
に

は
忘
れ
ら
れ
な
い
古
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
絵
図

が
あ
り
ま
す
。
鍛
え
た
体
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

塗
り
、
競
い
、
戦
う
選
手
た
ち
で
す
。
古
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
男
性
の
み
の
大
会
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
期
間
は
、
戦
争
を
休
戦
と
し
て
ま
で
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
優
先
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
し
た
。
初
め
は
、
競
技
場
・
観
覧
席
に
も
女
性

の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、
千
五
百
年
以

上
の
月
日
が
過
ぎ
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
伯
爵
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
１
８
９
６

年
、
第
一
回
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
ま

す
。
や
は
り
、
男
性
が
参
加
す
る
大
会
で
し
た

が
、
回
数
が
重
ね
ら
れ
る
ご
と
に
女
性
も
競
技
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の

頃
日
本
で
は
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
女
性
の

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な

い
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
は
、
女
性
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
泳

の
前
畑
秀
子
さ
ん
、
陸
上
の
人
見
絹
枝
さ
ん
の
活

躍
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
戦
後
は
、
男
女
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
に
、
女
子
の
種
目
が
男
子
よ
り
少
な
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
」
は
男
子
の
競
技
で
し
た
。
長
い
距
離

を
走
る
の
が
女
子
に
向
い
て
い
な
い
の
か
と
学
生

時
代
に
考
え
て
い
た
矢
先
、
大
学
の
同
級
生
が
１

９
７
９
年
第
一
回
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
招

待
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
こ
の
大
会
は
後
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
「
東
京
マ

ラ
ソ
ン
」。
）い
よ
い
よ
、
女
子
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
で
き
る
時
代
が
き
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、

佐
々
木
七
恵
さ
ん
、
増
田
明
美
さ
ん
の
活
躍
が
あ

り
ま
し
た
。

　
来
年
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
の

新
種
目
に
、
混
合
４×

４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

が
あ
り
ま
す
。
男
女
各
二
名
が
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

男
女
混
成
チ
ー
ム
の
リ
レ
ー
で
す
。
同
じ
ト
ラ
ッ

ク
を
世
界
の
男
女
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
走
る

の
で
す
か
ら
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
他
に
も
男
女

混
合
の
種
目
と
し
て
卓
球
や
水
泳
、
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
男
女
が
お
互
い
の
良
さ
を
発

揮
し
、
協
力
で
き
る
競
技
が
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
夏
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
か
ら
集
ま
る
多
く
の
選

手
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
商
品
を
注
文
す
る
際
に
は
、
目
立
つ
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
初
回

３
０
０
円
」
「
初
回
実
質
０
円（
送
料
の
み
）」
と
い
っ
た
価
格
な
ど
だ

け
で
な
く
、
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
定
期
購
入
の
場

合
の
継
続
期
間
や
支
払
う
こ
と
に
な
る
総
額
な
ど
、
契
約
内
容
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
継
続
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
解
約
に
あ
た
っ
て
「
次

回
発
送
日
の
○
日
前
ま
で
に
申
し
出
が
必
要
」
の
よ
う
に
申
請
期
間
に

制
限
が
あ
る
、
通
常
価
格
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
な
ど
、
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
解
約
・
返
品
の
可
否
や
条
件
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
「
初
回
３
０
０

円
、
○
日
間
解
約
保
証
」
と
表
示
さ
れ
た
ダ
イ

エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
注
文
し
た
。
効
果
を

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
解
約
保
証
期
間
内

に
解
約
を
申
し
出
る
と
、
「
４
カ
月
以
上
の
定

期
購
入
が
条
件
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

解
約
に
は
４
カ
月
後
に
連
絡
が
必
要
」
と
言
わ

れ
た
。
「
○
日
間
解
約
保
証
の
は
ず
だ
」
と
言

う
と
、
「
そ
の
場
合
は
通
常
価
格
１
万
５
千
円
の
支
払
い
が
必
要
」
と
の

回
答
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ペ
ー
ジ
の
か
な
り
下
部
ま
で
見
な

い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
解
約
保
証
」
の
は
ず
が…

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
と
女
性

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　萩
原

　裕
子
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例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
及
び
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特

別
会
計
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
期
間
の

変
更
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
三
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
た
い
と
う
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
九
十
九
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

令
和
２
年
第
１
回（
２
月
）

　
　
　
　
　
安
中
市
議
会
定
例
会

　
２
月
25
日（
火
）か
ら
３
月
17
日（
火
）に
か

け
て
22
日
間
の
日
程
で
令
和
２
年
第
１
回
安

中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市

長
が
提
出
し
ま
し
た
。

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
安
中
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

〇
安
中
市
勤
労
者
住
宅
建
設
利
子
補
給
条
例

を
廃
止
す
る
等
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
監
査
委
員
条
例
及
び
安
中
市
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
新
市
建
設
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
土
地
及
び
建
物
の
取
得
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
〇
令
和
２
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民
インフォメーション

▲感染症予防のために、アルコール消毒を積極的に行いまし
　ょう。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
282

66
348

男 
245

38
283

女    
22,163

6,481
28,644

男    
21,675

6,237
27,912

合　計 57,187人　世帯数 24,696   （令和2年3月末日現在）

令和元年度
「文化財愛護ポスター」

優秀賞（敬称略）
有坂柊那（第一中学校1年）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

安
中
市
役
所
・
旧
松
井
田
町
役
場

安
中
市
役
所
・
旧
松
井
田
町
役
場

安中市役所（昭和時代）

旧松井田町役場（平成時代）

開館日お知らせ

▶ 5/1（金）～ 5/6（水）は通常通り開館予定です。（祝日のため5/5（火）も開館）
▶ 5 月の休館日は以下の通りです。
　 5/7（木）、5/8（金）、5/12（火）、5/13（水）、5/14（木）、5/19（火）、5/26（火）は休館。

　
今
回
は
少
し
懐
か
し
い
庁
舎
の
写
真
を

紹
介
し
ま
す
。

　
旧
安
中
市
は
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

に
安
中
町
・
原
市
町
・
磯
部
町
・
板
鼻

町
・
東
横
野
村
・
岩
野
谷
村
・
秋
間
村
・

後
閑
村
の
4
町
4
村
が
合
併
し
て
「
安
中

町
」
に
な
っ
た
3
年
後
、
市
制
施
行
に

よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
の
場
所
に

写
真
の
市
役
所
が
建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和

34
年
の
こ
と
で
す
。

　
旧
松
井
田
町
は
昭
和
29
年
に
松
井
田

町
・
臼
井
町
・
坂
本
町
・
西
横
野
村
・
九

十
九
村
・
細
野
村
の
3
町
3
村
の
合
併
に

よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧
町
役
場
は
そ

の
2
年
後
に
建
築
家
の
白
井
晟
一
氏
の
設

計
で
建
設
さ
れ
、
当
時
は
モ
ダ
ン
な
庁
舎

と
し
て
有
名
で
町
の
自
慢
の
一
つ
で
し

た
。

　安中市には当時の風景や文化を撮影した写真が数多く
残されており、そこには明治から大正、昭和、そして平
成と移りゆく時代の面影が刻まれています。
　今回は市所蔵の写真を中心に古き安中、懐かしき安中
の姿を紹介します。“あの時”を今、想い出してみませんか。

まで開催中！

「安中の “ここ、どこだろう ”」

～6月29日（月）まで
参加費▶100 円（観覧料として）

関連イベント

全問正解でオリジナル一筆箋プレゼント！

だ
よ
り

学
習
の
森

№168

せ
い
い
ち

し
ら
い
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例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
及
び
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特

別
会
計
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
期
間
の

変
更
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
あ
ん
な
か
第
三
学
童
ク
ラ
ブ
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
た
い
と
う
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
九
十
九
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

令
和
２
年
第
１
回（
２
月
）

　
　
　
　
　
安
中
市
議
会
定
例
会

　
２
月
25
日（
火
）か
ら
３
月
17
日（
火
）に
か

け
て
22
日
間
の
日
程
で
令
和
２
年
第
１
回
安

中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市

長
が
提
出
し
ま
し
た
。

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
安
中
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

〇
安
中
市
勤
労
者
住
宅
建
設
利
子
補
給
条
例

を
廃
止
す
る
等
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
安
中
市
監
査
委
員
条
例
及
び
安
中
市
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
新
市
建
設
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
土
地
及
び
建
物
の
取
得
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
〇
令
和
２
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算
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INFORMATION市民
インフォメーション

▲感染症予防のために、アルコール消毒を積極的に行いまし
　ょう。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
282

66
348

男 
245

38
283

女    
22,163

6,481
28,644

男    
21,675

6,237
27,912

合　計 57,187人　世帯数 24,696   （令和2年3月末日現在）

令和元年度
「文化財愛護ポスター」

優秀賞（敬称略）
有坂柊那（第一中学校1年）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

安
中
市
役
所
・
旧
松
井
田
町
役
場

安
中
市
役
所
・
旧
松
井
田
町
役
場

安中市役所（昭和時代）

旧松井田町役場（平成時代）

開館日お知らせ

▶ 5/1（金）～ 5/6（水）は通常通り開館予定です。（祝日のため5/5（火）も開館）
▶ 5 月の休館日は以下の通りです。
　 5/7（木）、5/8（金）、5/12（火）、5/13（水）、5/14（木）、5/19（火）、5/26（火）は休館。

　
今
回
は
少
し
懐
か
し
い
庁
舎
の
写
真
を

紹
介
し
ま
す
。

　
旧
安
中
市
は
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

に
安
中
町
・
原
市
町
・
磯
部
町
・
板
鼻

町
・
東
横
野
村
・
岩
野
谷
村
・
秋
間
村
・

後
閑
村
の
4
町
4
村
が
合
併
し
て
「
安
中

町
」
に
な
っ
た
3
年
後
、
市
制
施
行
に

よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
の
場
所
に

写
真
の
市
役
所
が
建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和

34
年
の
こ
と
で
す
。

　
旧
松
井
田
町
は
昭
和
29
年
に
松
井
田

町
・
臼
井
町
・
坂
本
町
・
西
横
野
村
・
九

十
九
村
・
細
野
村
の
3
町
3
村
の
合
併
に

よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧
町
役
場
は
そ

の
2
年
後
に
建
築
家
の
白
井
晟
一
氏
の
設

計
で
建
設
さ
れ
、
当
時
は
モ
ダ
ン
な
庁
舎

と
し
て
有
名
で
町
の
自
慢
の
一
つ
で
し

た
。

　安中市には当時の風景や文化を撮影した写真が数多く
残されており、そこには明治から大正、昭和、そして平
成と移りゆく時代の面影が刻まれています。
　今回は市所蔵の写真を中心に古き安中、懐かしき安中
の姿を紹介します。“あの時”を今、想い出してみませんか。

まで開催中！

「安中の “ここ、どこだろう ”」

～6月29日（月）まで
参加費▶100 円（観覧料として）

関連イベント

全問正解でオリジナル一筆箋プレゼント！

だ
よ
り

学
習
の
森

№168

せ
い
い
ち

し
ら
い
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.24

　待ちに待った春。
　みなさん、いかがお過ごしでしょうか。
　地域おこし協力隊の椎名です。
　農閑期が終わり、時機到来！？と言っても過言
ではありません。やっとお蚕さんに会える季節と
なりました。
　お蚕さんを迎えるために、まずは桑の手入れか
ら始め、蚕室、蚕具の消毒など、お蚕さんを飼育
するための環境を整えます。
　昨年は飼育中に色々と悩まされましたが、その
経験を元に今年は少しでもお蚕さんと仲良しにな
れることを楽しみにしています。
　良い繭ができますように。

第
３
次
安
中
市

　
　
　
　行
政
改
革
大
綱
を
策
定

　
市
で
は
、
安
中
市
行
政
改
革
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
、
3
月
23
日
に
「
第
３
次
安

中
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
で
は
、
行
政
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
「
市
民
総
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
行
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
、
職
員
は
市
民
目
線

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
市
全
体
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
に

提
案
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
内
線
1
0
2
2
）

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

６
２
９
７
）

（
注
）４
月
１
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
１
日
の
午
後
５
時
15
分
を
、
自

動
車
税（
種
別
割
）は
１
日
の
午
前
０
時
を
指

し
ま
す
。

製
造
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

2
0
2
0
年
工
業
統
計
調
査
に
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
2
0
2
0
年
6

月
1
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
従
業
者
4
人
以

上
の
す
べ
て
の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に
、

1
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ

る
ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
方
法
は
、
知
事
か
ら
事
務
を
委
嘱
さ

れ
た
統
計
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し

て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
す
る
調
査
員

調
査
の
ほ
か
、
一
部
の
事
業
所
で
は
経
済
産

業
省
か
ら
調
査
票
を
郵
送
す
る
郵
送
調
査
と

な
り
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
は
、

左
記
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
経
済
産
業
省（https://w

w
w
.kougyo-st.

go.jp

）

総
務
省
・
経
済
産

業
省
・
群
馬
県
・

安
中
市

問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
情
報
政
策
係

（
☎
内
線
1
0
2
4
）

市
営
住
宅
の
入
居
条
件
の

　
　
　一
部
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
入
居
条
件
の
一

部
が
緩
和
さ
れ
、
今
ま
で
条
件
の
１
つ
に
あ

り
ま
し
た
「
安
中
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
安
中
市
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る

人
。
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
安
中
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
も
申
し

込
み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
お
知
り
合
い

の
人
で
、
安
中
市
に
転
入
し
、
居
住
し
た
い

と
考
え
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
案
内

く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
秋
間
団
地
、
藤
山
団
地
、
米
山
団

地
、
塚
越
団
地
、
朝
日
団
地
に
つ
い
て
は
、

複
数
空
き
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.annaka.lg.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
内
線
１
２
５
２
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
所
在
不

明
に
な
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要

で
す

〇
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が
１
か
月

以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
世
帯
の

人
は
所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届
出
を
速
や
か

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

〇
お
届
け
い
た
だ
い
た
後
、
受
給
権
者
ご
本

人
へ
現
況
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
返

信
が
な
い
場
合
に
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
り
ま
す
。

〇
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
人
の
所

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
お

受
け
取
り
を
再
開
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0

－

0
5

－

1
1
6
5
）

高
崎
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動

車
税（
種
別
割
）の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
減
免
さ

れ
ま
す
。

■
減
免
適
用
要
件

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳
等

※
を
４
月
１
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、
次

の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど

②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
等
）の

減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

※
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
Ａ
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
１
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

■
申
請
期
限
　
６
月
１
日（
月
）

■
手
続
時
に
必
要
な
も
の

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 
税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動
車

税（
種
別
割
）の
納
期
限
は
6
月
1

日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
５
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
▼
6
月
1
日（
月
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動

車
税（
種
別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
6
月
1
日（
月
）が
振
替
日
と
な
り
ま
す

の
で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
令

和
３
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
「
納
税
証
明
書
お
よ
び
納
付
済
通
知

書
」
を
郵
送
し
ま
す（
車
検
の
必
要
の
な
い

車
両
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
郵
送
し

て
い
ま
せ
ん
）。

　
６
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合

は
、
金
融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に

な
り
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
19
年
３
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

　市民課
休日窓口開設日
5月3日・17日　6月7日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.24

　待ちに待った春。
　みなさん、いかがお過ごしでしょうか。
　地域おこし協力隊の椎名です。
　農閑期が終わり、時機到来！？と言っても過言
ではありません。やっとお蚕さんに会える季節と
なりました。
　お蚕さんを迎えるために、まずは桑の手入れか
ら始め、蚕室、蚕具の消毒など、お蚕さんを飼育
するための環境を整えます。
　昨年は飼育中に色々と悩まされましたが、その
経験を元に今年は少しでもお蚕さんと仲良しにな
れることを楽しみにしています。
　良い繭ができますように。

第
３
次
安
中
市

　
　
　
　行
政
改
革
大
綱
を
策
定

　
市
で
は
、
安
中
市
行
政
改
革
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
、
3
月
23
日
に
「
第
３
次
安

中
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
で
は
、
行
政
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
「
市
民
総
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
行
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
、
職
員
は
市
民
目
線

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
市
全
体
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
に

提
案
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
内
線
1
0
2
2
）

の
「
初
年
度
検
査
年
月
」
の
欄
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

６
２
９
７
）

（
注
）４
月
１
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
１
日
の
午
後
５
時
15
分
を
、
自

動
車
税（
種
別
割
）は
１
日
の
午
前
０
時
を
指

し
ま
す
。

製
造
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

2
0
2
0
年
工
業
統
計
調
査
に
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
2
0
2
0
年
6

月
1
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
従
業
者
4
人
以

上
の
す
べ
て
の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に
、

1
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ

る
ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
方
法
は
、
知
事
か
ら
事
務
を
委
嘱
さ

れ
た
統
計
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し

て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
す
る
調
査
員

調
査
の
ほ
か
、
一
部
の
事
業
所
で
は
経
済
産

業
省
か
ら
調
査
票
を
郵
送
す
る
郵
送
調
査
と

な
り
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
は
、

左
記
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
経
済
産
業
省（https://w

w
w
.kougyo-st.

go.jp

）

総
務
省
・
経
済
産

業
省
・
群
馬
県
・

安
中
市

問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
情
報
政
策
係

（
☎
内
線
1
0
2
4
）

市
営
住
宅
の
入
居
条
件
の

　
　
　一
部
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
入
居
条
件
の
一

部
が
緩
和
さ
れ
、
今
ま
で
条
件
の
１
つ
に
あ

り
ま
し
た
「
安
中
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
安
中
市
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る

人
。
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
安
中
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
も
申
し

込
み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
お
知
り
合
い

の
人
で
、
安
中
市
に
転
入
し
、
居
住
し
た
い

と
考
え
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
案
内

く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
秋
間
団
地
、
藤
山
団
地
、
米
山
団

地
、
塚
越
団
地
、
朝
日
団
地
に
つ
い
て
は
、

複
数
空
き
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.annaka.lg.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
内
線
１
２
５
２
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
所
在
不

明
に
な
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要

で
す

〇
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が
１
か
月

以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
世
帯
の

人
は
所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届
出
を
速
や
か

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

〇
お
届
け
い
た
だ
い
た
後
、
受
給
権
者
ご
本

人
へ
現
況
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
返

信
が
な
い
場
合
に
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
り
ま
す
。

〇
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
人
の
所

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
お

受
け
取
り
を
再
開
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0

－

0
5

－

1
1
6
5
）

高
崎
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動

車
税（
種
別
割
）の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
減
免
さ

れ
ま
す
。

■
減
免
適
用
要
件

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳
等

※
を
４
月
１
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、
次

の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど

②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
種
別
割
）（
普
通
自
動
車
等
）の

減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

※
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
Ａ
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
１
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

■
申
請
期
限
　
６
月
１
日（
月
）

■
手
続
時
に
必
要
な
も
の

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動
車

税（
種
別
割
）の
納
期
限
は
6
月
1

日
で
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自
動
車
税（
種

別
割
）は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在（
注
）で
登

録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
５
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
▼
6
月
1
日（
月
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）・
自
動

車
税（
種
別
割
）そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
6
月
1
日（
月
）が
振
替
日
と
な
り
ま
す

の
で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
令

和
３
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
「
納
税
証
明
書
お
よ
び
納
付
済
通
知

書
」
を
郵
送
し
ま
す（
車
検
の
必
要
の
な
い

車
両
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
郵
送
し

て
い
ま
せ
ん
）。

　
６
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
引
き
落
し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合

は
、
金
融
機
関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に

な
り
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
初
年
度
検
査
年
月
が
平
成
19
年
３
月
以
前

の
車
両
は
重
課
と
な
り
税
額
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
人
は
車
検
証

　市民課
休日窓口開設日
5月3日・17日　6月7日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本



認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る
カ
フ
ェ

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

延
期
の
お
知
ら
せ

　
５
月
15
日（
金
）に
熱
帯
植
物
園
で
開
催
予

定
の
第
１
回
「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
延
期
し
ま
す
。
日
程
が

決
定
し
ま
し
た
ら
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
）

※
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
と
「
ガ
イ
ド（
安

中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
／
松
井
田
文
化
会
館
）」

は
、
休
載
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
利
用
者
の
振
替
日
が

　
　
　
　
　変
更
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
分
の
申
告
所
得
税（
及
び
復
興

特
別
所
得
税
）、
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税（
及
び
地
方
消
費
税
）の
申
告
期
限
の
延
長

に
伴
い
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人

（
4
月
16
日
ま
で
に
申
告
し
た
人
）の
振
替
日

が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
▼

５
月
15
日（
金
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
▼

５
月
19
日（
火
）

問
合
せ
▼

高
崎
税
務
署

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１
）

第
26
回

　
　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
▼
６
月
10
日（
水
）午
前
８
時
31
分
ス

タ
ー
ト

会
場
▼
髙
梨
子
倶
楽
部

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

参
加
費
▼
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
…
5
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）

プ
レ
ー
費
…
6
，
2
8
0
円（
食
事
代
・
消

費
税
込
）

申
込
期
間
▼
５
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

申
込
方
法
▼
申
込
み
用
紙
に
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ィ
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法
▼

①
午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計
と
し

ま
す（
新
ぺ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
戦
）

②
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
と
し
ま
す（
O
K
パ
ッ

ド
は
な
し
）

③
ル
ー
ル
は
、
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
▼

安
中
市
勤
労
者
会
館

（
☎
3
8
1

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
2

－

3
9
7
7
）

髙
梨
子
倶
楽
部

（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

『
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

　
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
聞
く
と
、
運
動
量

が
多
く
激
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
の
教
室
は
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
筋
ト
レ
だ
け
で
な
く
ス
ト
レ
ッ
チ
の
要

素
も
取
り
入
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当

日
は
、
ミ
ッ
ド
を
は
め
て
安
全
に
ボ
ク
シ
ン

グ
体
験
も
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
▼
６
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30

分場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
）大
広
間 

内
容
▼
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
講
話
お
よ
び

実
技

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間
▼
５
月
25
日（
月
）午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

参
加
費
▼
無
料
　

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
６
・
２
１
５
７
）

市
民
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
無
理
な

く
体
を
動
か
せ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ま
た
集
中
力
を
養
う
鍛
錬
の
場
と
し
て
弓
道

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
弓
道
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た

は
電
話
に
て
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
▼
5
月
18
日
、
20
日
、
25
日
、
27
日
、

6
月
1
日
、
3
日
、
8
日
の
月
曜
日
と
水
曜

日（
計
7
回
）全
回
参
加
で
き
な
く
て
も
結
構

で
す
。

時
間
▼
午
後
6
時
30
分
か
ら
8
時
ま
で

※
初
日
は
保
険
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す

の
で
15
分
前
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
安
中
市
中
央
体
育
館（
安
中
市
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
内
西
側
）

参
加
費
▼
1
，
5
0
0
円（
保
険
代
、
資
料

代
な
ど
）

対
象
者
▼
18
歳
以
上
の
市
民
の
人

服
装
▼
前
ボ
タ
ン
の
な
い
上
着
、
長
ズ
ボ

ン
、
靴
下
着
用

指
導
員
▼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
　
公
認
指
導

員（
弓
道
）

申
込
み
方
法
▼
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
①
氏

名
②
年
齢
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
連
絡
先
を

5
月
17
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
3
7
9

－

0
1
1
6
　
安
中
市
安
中
５
２

２
１

－

3
　
星
　
宛
て

問
合
せ
▼

安
中
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
弓
道
部
　
星

（
☎
0
8
0

－

5
5
4
2

－

7
3
4
7
）

※
電
話
は
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
の
間
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
今
回
、
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
も

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
応
じ
ま

す
。

令
和
2
年
度

安
中
市
各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
５
月

下
旬
に
対
象
者
全
員
に
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

の
各
種
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
詳
細
は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

2021 2020年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

INFORMATION市民 INFORMATION市民

痛みが出たら中止してください。
正しい方法、詳しい内容は□本 地域包括支
援センターまで（☎内線1193）
出典▶村山明彦、山口智晴、宮寺亮輔、
柴ひとみ、田口敦彦：『心・身・脳』維
持向上プロジェクトの活動報告・大学・
社会福祉士協議会・参加者とで作る新し
い介護予防プログラム、理学療法群馬、
2019

まず右ひざを抱え、痛みのない人は膝の
お皿を体の方に引き寄せます。（約15秒）
左ひざも右ひ
ざと同じよう
に、抱えて引
き寄せます。

（約15秒）

フレイルを
予防しましょう Vol.2

　
市
役
所
□本
、
□松
、

各
地
区
の
公
民
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

新緑のきれいな季節となりました。
今月の手話は【応援（する）】です。

解説
両手で旗を握っている形にし、それを振るよう
に左右に動かす。
そのあとに、手を握り親指だけを立てる。逆の
手で親指をポンポンと押し出すように2回たた
く。

（臼井小学校長　上原久志）

手話で伝えよう Vol.17
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

1月24日  田中  きくよ  さん（鷺宮）3月6日  平澤  研二  さん（松井田町新堀）

3月13日  上原  とみ  さん（松井田町上増田）



認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る
カ
フ
ェ

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

延
期
の
お
知
ら
せ

　
５
月
15
日（
金
）に
熱
帯
植
物
園
で
開
催
予

定
の
第
１
回
「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
延
期
し
ま
す
。
日
程
が

決
定
し
ま
し
た
ら
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
）

※
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
と
「
ガ
イ
ド（
安

中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
／
松
井
田
文
化
会
館
）」

は
、
休
載
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
利
用
者
の
振
替
日
が

　
　
　
　
　変
更
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
分
の
申
告
所
得
税（
及
び
復
興

特
別
所
得
税
）、
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税（
及
び
地
方
消
費
税
）の
申
告
期
限
の
延
長

に
伴
い
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人

（
4
月
16
日
ま
で
に
申
告
し
た
人
）の
振
替
日

が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
▼

５
月
15
日（
金
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
▼

５
月
19
日（
火
）

問
合
せ
▼

高
崎
税
務
署

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１
）

第
26
回

　
　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
▼
６
月
10
日（
水
）午
前
８
時
31
分
ス

タ
ー
ト

会
場
▼
髙
梨
子
倶
楽
部

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

参
加
費
▼
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ィ
…
5
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
ほ
か
）

プ
レ
ー
費
…
6
，
2
8
0
円（
食
事
代
・
消

費
税
込
）

申
込
期
間
▼
５
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

申
込
方
法
▼
申
込
み
用
紙
に
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ィ
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法
▼

①
午
前
中
の
9
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
集
計
と
し

ま
す（
新
ぺ
リ
ヤ
方
式
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
戦
）

②
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
と
し
ま
す（
O
K
パ
ッ

ド
は
な
し
）

③
ル
ー
ル
は
、
J
・
G
・
A
規
則
な
ら
び
に

コ
ー
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
お
よ
び
大
会
競

技
規
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
▼

安
中
市
勤
労
者
会
館

（
☎
3
8
1

－

2
7
5
1
）

安
中
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
2

－

3
9
7
7
）

髙
梨
子
倶
楽
部

（
☎
3
9
3

－

3
0
0
0
）

『
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

　
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
聞
く
と
、
運
動
量

が
多
く
激
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
の
教
室
は
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
筋
ト
レ
だ
け
で
な
く
ス
ト
レ
ッ
チ
の
要

素
も
取
り
入
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当

日
は
、
ミ
ッ
ド
を
は
め
て
安
全
に
ボ
ク
シ
ン

グ
体
験
も
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
▼
６
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30

分場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
）大
広
間 

内
容
▼
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
講
話
お
よ
び

実
技

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間
▼
５
月
25
日（
月
）午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

参
加
費
▼
無
料
　

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
６
・
２
１
５
７
）

市
民
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
無
理
な

く
体
を
動
か
せ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ま
た
集
中
力
を
養
う
鍛
錬
の
場
と
し
て
弓
道

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
弓
道
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た

は
電
話
に
て
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
▼
5
月
18
日
、
20
日
、
25
日
、
27
日
、

6
月
1
日
、
3
日
、
8
日
の
月
曜
日
と
水
曜

日（
計
7
回
）全
回
参
加
で
き
な
く
て
も
結
構

で
す
。

時
間
▼
午
後
6
時
30
分
か
ら
8
時
ま
で

※
初
日
は
保
険
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す

の
で
15
分
前
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
安
中
市
中
央
体
育
館（
安
中
市
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
内
西
側
）

参
加
費
▼
1
，
5
0
0
円（
保
険
代
、
資
料

代
な
ど
）

対
象
者
▼
18
歳
以
上
の
市
民
の
人

服
装
▼
前
ボ
タ
ン
の
な
い
上
着
、
長
ズ
ボ

ン
、
靴
下
着
用

指
導
員
▼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
　
公
認
指
導

員（
弓
道
）

申
込
み
方
法
▼
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
①
氏

名
②
年
齢
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
連
絡
先
を

5
月
17
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
3
7
9

－

0
1
1
6
　
安
中
市
安
中
５
２

２
１

－

3
　
星
　
宛
て

問
合
せ
▼

安
中
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
弓
道
部
　
星

（
☎
0
8
0

－

5
5
4
2

－

7
3
4
7
）

※
電
話
は
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
の
間
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
今
回
、
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
も

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
応
じ
ま

す
。

令
和
2
年
度

安
中
市
各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
５
月

下
旬
に
対
象
者
全
員
に
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

の
各
種
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
詳
細
は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

痛みが出たら中止してください。
正しい方法、詳しい内容は□本 地域包括支
援センターまで（☎内線1193）
出典▶村山明彦、山口智晴、宮寺亮輔、
柴ひとみ、田口敦彦：『心・身・脳』維
持向上プロジェクトの活動報告・大学・
社会福祉士協議会・参加者とで作る新し
い介護予防プログラム、理学療法群馬、
2019

まず右ひざを抱え、痛みのない人は膝の
お皿を体の方に引き寄せます。（約15秒）
左ひざも右ひ
ざと同じよう
に、抱えて引
き寄せます。

（約15秒）

フレイルを
予防しましょう Vol.2

　
市
役
所
□本
、
□松
、

各
地
区
の
公
民
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

新緑のきれいな季節となりました。
今月の手話は【応援（する）】です。

解説
両手で旗を握っている形にし、それを振るよう
に左右に動かす。
そのあとに、手を握り親指だけを立てる。逆の
手で親指をポンポンと押し出すように2回たた
く。

（臼井小学校長　上原久志）

手話で伝えよう Vol.17
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

1月24日  田中  きくよ  さん（鷺宮）3月6日  平澤  研二  さん（松井田町新堀）

3月13日  上原  とみ  さん（松井田町上増田）
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行　　事　　名

● 市民献血　9:30～11:45
　　　　　　13:00～15:30

恵みの湯　 5/7・19　6/2
峠の湯　 5/12・26　6/9
鉄道文化むら　 5/12・19・26　6/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 5/4・5・7・12・19・26・29※
 6/2・9
文化会館　 5/7・11・18・25・31
 6/1・8・15
碓氷川熱帯植物園　5/7・12・19・26　6/2・9

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/7・8・11・12・18・25※
 6/1・8※・15
学習の森　 5/7・8・12・13・14・19・26
 6/2・9
いきいき長寿センター　5/4・7・8・11・12・13・18・25
　　　　　　　　　6/1・8・15

※新型コロナウイルス感染症防止のため、臨時休業に
　なる場合があります。

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23

日
24
25

26
27
28
29
30
31

1
2
3

4

曜日
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火
水

木

行　　事　　名

● 第 5 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 碓氷教育会総会
　文化センターホール　15:30～16:30

● 安中市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9 月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9 月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス 18:30～

行事カレンダー 5月１日 ▼6月１５日
曜日

金

土
日

月
火

水

木

金
土
日
月

日
5

6
7

8
9

10

11

12
13
14
15

行　　事　　名
● 第２回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00～
● 安中市中学校移動音楽教室
　文化センターホール　11:00～12:00

● 西毛恵謡会　発表会
　文化センター　ホール　9:30～16:00

● 第２回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 安中地区安全運転管理者法定講習会
　文化センター　ホール　12:00～17:00
● 第２回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

5 月
曜日

金
土
日・祝
月・祝
火・祝
水・振
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

6 月

相 談 案 内 5月１日 ▼6月１５日

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

5　　月 6　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17
12・19・18
15・2・22
13・8・5
14・1・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
15・8・5

13・1・3
14・11・6
10・21・7
20・25・4
23・24・17
9・19・18
16・2・22
12・8・5
15・1・3
13・11・6
14・21・7
10・25・4
20・24・17
23・19・18
9・2・2 2
16・8・5

12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/7・21　6/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/11　6/1　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 5/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設相談日】 6/1　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 5/1・15　6/5　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時
□本　　 5/12・19　6/2　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

労働相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）
　

　

　

多
様
性
の
時
代

安
中
市
立
松
井
田
東
中
学
校

三
年
　吉
田
　彩

　最
近
よ
く
、
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
。
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
そ
れ
ぞ
れ

を
大
切
に
、
と
い
う
考
え
方
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
考
え
は
ま
だ

認
め
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

私
自
身
も
「
多
様
性
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

場
面
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　以
前
、
私
が
友
達
数
人
と
話
し
て
い
た
時
の
こ
と

で
す
。
友
達
に
、
将
来
結
婚
し
て
子
供
が
欲
し
い

か
、
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、

「
ど
う
だ
ろ
う
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
か

ら
な
。
」

と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
友
達
の
一
人
が
、

「
そ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
く
の
だ
よ
。
結
婚
し
て
幸
せ
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
確
か
に
、
と
思
い
ま
し

た
。
今
の
世
の
中
、
私
の
周
辺
で
は
、
女
性
は
将
来

結
婚
し
て
子
供
を
産
む
、
と
い
う
の
が
一
般
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
に
は
将
来
や
り
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
人
に
と
っ
て
家

庭
を
築
く
こ
と
が
幸
せ
と
は
限
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
や
は
り
「
多
様
性
を
認
め
よ
う
」
と

言
っ
て
も
、
少
数
意
見
が
大
多
数
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
の
は
難
し
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

令
和
元
年
度
人
権
作
品
集

「
お
も
い
や
り
」か
ら
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行　　事　　名

● 市民献血　9:30～11:45
　　　　　　13:00～15:30

恵みの湯　 5/7・19　6/2
峠の湯　 5/12・26　6/9
鉄道文化むら　 5/12・19・26　6/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 5/4・5・7・12・19・26・29※
 6/2・9
文化会館　 5/7・11・18・25・31
 6/1・8・15
碓氷川熱帯植物園　5/7・12・19・26　6/2・9

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 5/7・8・11・12・18・25※
 6/1・8※・15
学習の森　 5/7・8・12・13・14・19・26
 6/2・9
いきいき長寿センター　5/4・7・8・11・12・13・18・25
　　　　　　　　　6/1・8・15

※新型コロナウイルス感染症防止のため、臨時休業に
　なる場合があります。

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23

日
24
25

26
27
28
29
30
31

1
2
3

4

曜日
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火
水

木

行　　事　　名

● 第 5 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 碓氷教育会総会
　文化センターホール　15:30～16:30

● 安中市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9 月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9 月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス 18:30～

行事カレンダー 5月１日 ▼6月１５日
曜日

金

土
日

月
火

水

木

金
土
日
月

日
5

6
7

8
9

10

11

12
13
14
15

行　　事　　名
● 第２回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00～
● 安中市中学校移動音楽教室
　文化センターホール　11:00～12:00

● 西毛恵謡会　発表会
　文化センター　ホール　9:30～16:00

● 第２回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 安中地区安全運転管理者法定講習会
　文化センター　ホール　12:00～17:00
● 第２回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

5 月
曜日

金
土
日・祝
月・祝
火・祝
水・振
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

6 月

相 談 案 内 5月１日 ▼6月１５日

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

5　　月 6　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17
12・19・18
15・2・22
13・8・5
14・1・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
15・8・5

13・1・3
14・11・6
10・21・7
20・25・4
23・24・17
9・19・18
16・2・22
12・8・5
15・1・3
13・11・6
14・21・7
10・25・4
20・24・17
23・19・18
9・2・2 2
16・8・5

12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/7・21　6/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  5/11　6/1　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 5/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【特設相談日】 6/1　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 5/1・15　6/5　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時
□本　　 5/12・19　6/2　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

労働相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）
　

　

　

多
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井
田
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　最
近
よ
く
、
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
。
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
そ
れ
ぞ
れ

を
大
切
に
、
と
い
う
考
え
方
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
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し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
考
え
は
ま
だ

認
め
ら
れ
て
い
な
い
部
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多
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が
現
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私
自
身
も
「
多
様
性
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に
つ
い
て
考
え
さ
せ
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れ
る

場
面
に
出
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っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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前
、
私
が
友
達
数
人
と
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て
い
た
時
の
こ
と

で
す
。
友
達
に
、
将
来
結
婚
し
て
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供
が
欲
し
い

か
、
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、

「
ど
う
だ
ろ
う
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
か

ら
な
。
」

と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
友
達
の
一
人
が
、

「
そ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
く
の
だ
よ
。
結
婚
し
て
幸
せ
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
確
か
に
、
と
思
い
ま
し

た
。
今
の
世
の
中
、
私
の
周
辺
で
は
、
女
性
は
将
来

結
婚
し
て
子
供
を
産
む
、
と
い
う
の
が
一
般
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
に
は
将
来
や
り
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
人
に
と
っ
て
家

庭
を
築
く
こ
と
が
幸
せ
と
は
限
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な
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と
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ま

す
。
し
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し
、
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り
「
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性
を
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」
と
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て
も
、
少
数
意
見
が
大
多
数
に
受
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入
れ
ら
れ

る
の
は
難
し
い
の
で
す
。
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安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、市が主催するイベントなどについては、開
催を中止（または延期）しています。今後のイベント開催については、情勢を踏まえ検討し
ますので、市ホームページをご確認いただくか、電話にてお問合せください。

問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393－4400）  

　T
V
で
お
馴
染
み
の
六
代
目
「
三
遊
亭
円
楽
」

さ
ん
と
五
代
目
「
三
遊
亭
円
楽
」
最
後
の
弟
子

「
三
遊
亭
王
楽
」
さ
ん
が
松
井
田
文
化
会
館
に

や
っ
て
き
ま
す
。

　ま
す
ま
す
話
芸
に
磨
き
が
か
か
る
、
二
人
の
落

語
を
聴
き
に
ぜ
ひ
松
井
田
文
化
会
館
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場
所
▼
安
中
市
松
井
田
文
化
会
館

　大
ホ
ー
ル

前
売
り
▼
全
席
指
定

　一
般

　3
，
0
0
0
円

当
日
券
▼
全
席
指
定

　一
般

　3
，
5
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
5
月
30
日（
土
）午

前
9
時
か
ら
松
井
田
文
化
会
館

窓
口
で
販
売
開
始

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
5

月
30
日（
土
）午
後
1
時
か
ら

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
1
人

4
枚
ま
で（
発
売
初
日
の
み
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん
。

9月6日（日）
開場▶午後1時30分

開演▶午後2時

三
遊
亭
王
楽

三
遊
亭
円
楽

うすい街道寄席

予
算
と

事
業

令
和
２
年
度

・
Ｐ
２

－

４
　
令
和
２
年
度
安
中
市
の
予
算
と
事
業

・
Ｐ
５
　
安
中
市
の
融
資
制
度
案
内（
令
和
２
年
度
）

・
Ｐ
６
　
各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

・
Ｐ
７
　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

広　告 広　告

広　告


